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令和７年度 旭区予算案について 

子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける「ふるさと旭」の実現 

～「ＳＤＧｓ未来都市・横浜」の郊外部モデルの構築～ 

 近年、旭区では、相鉄線の都心直通化や、鶴ヶ峰駅付近連続立体交差事業やGREEN×EXPO 2027を契機と

した未来に向けたまちづくりが進んでいます。令和５年度の旭区区民意識調査では、「旭区に住み続けた

い」という方が過去最高の83.2％となり、「住みやすい」という回答では20～30代で大きく増加しました。

これらを好機と捉え、子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける「ふるさと旭」を実現するため、 

１ 安全・安心（地域防災力の一層の強化） 

２ 地域の力（区民が地域に誇りや愛着を持ち「ゆるやかなつながり」を育む取組、子育て支援の取組） 

３ 魅力づくり（GREEN×EXPO 2027を契機とした機運醸成及び魅力発信） 

これら３つの柱を軸に取組を進めます。 

【個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）】  合計：１０２，６８６千円 

１ 安全・安心 ２４，０７５千円 

町の防災組織（自治会町内会等）の防災力を一層強化し、「共助」の取組を推進します。防災・防犯

・交通安全対策を推進し、安全・安心なまちづくりを進めます。また、身近な地域での見守り・支え合

い、つながりづくりを推進します。 

《主な事業》災害に強い区づくり事業、地域安全安心普及推進事業、安全で安心な食と生活環境事業 

２ 地域の力 ５４，０６２千円 

 多様性を認め合い、困ったときには声を上げ、支え合える環境づくりを推進します。また、様々なパ

ートナー連携を促進し、複合的な課題解決を目指すとともに、区民の主体的な地域活動への支援や、区

民ライターを通じた魅力発信等を通じ、地域活力の創出へつなげます。 

《主な事業》あさひのつながり応援・発信事業、子育て・若者支援事業、地域福祉保健計画事業 

３ 魅力づくり １６，４１１千円 

水・緑・花・農に身近に親しめる環境や文化的・歴史的な財産を生かした旭区の魅力を発信し、転入

・定住促進に向けた魅力づくりを推進します。また、GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会）

へ向けた機運醸成の取組を推進します。 

《主な事業》あさひ魅力発見事業、GREEN×EXPO 2027へ向けた機運醸成事業、旭区広報事業

＜区民サービスの向上＞  ８，１３８千円 

 正確・迅速・丁寧で親しみやすく、利便性の高いサービスの提供や、庁舎環境の改善など、区民の視

点に立った行政サービスを着実に推進していきます。 

《主な事業》区役所満足度向上事業 
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（単位：千円）

令和７年度
予算（案）

令和６年度
予算

増▲減 増▲減率

895,138 876,702 18,436 2.1%

自主企画事業費 102,686 102,924 ▲ 238 ▲ 0.2%

統合事務事業費 51,387 48,626 2,761 5.7%

統合事務費 27,156 24,195 2,961 12.2%

統合事業費
（各種委員の任命・委嘱に関する
経費など）

24,231 24,431 ▲ 200 ▲ 0.8%

741,065 725,152 15,913 2.2%

令和７年度　旭区個性ある区づくり推進費予算（案）　総括表

区　　分

個性ある区づくり推進費

区庁舎・区民利用施設管理費

(1) 自主企画事業費（個性ある区づくり推進費）

地域の身近な課題やニーズに迅速かつ、きめ細やかに対応するための事業費で、区が独自に企画

し、区自らが執行する事業費です。

(2) 統合事務事業費（個性ある区づくり推進費）

各課の運営に係る事務費（統合事務費）と、各種委員の任命・委嘱などに関する経費（統合事業

費）（自主企画事業費から分離された事業）です。

(3) 区庁舎・区民利用施設管理費（個性ある区づくり推進費）
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（単位：千円）

７年度予算
(案)

６年度予算 増▲減 課　　名

1 災害に強い区づくり事業 12,362 12,248 114
総務課

福祉保健課
生活衛生課

高齢・障害支援課

2 地域安全安心普及推進事業 9,760 10,104 ▲ 344 地域振興課

3 ＤＶ対策事業 803 906 ▲ 103 こども家庭支援課

4 安全で安心な食と生活環境支援事業 1,150 1,097 53 生活衛生課

1 あさひのつながり応援・発信事業 6,924 6,636 288
区政推進課
地域振興課
福祉保健課

2 自治会町内会等の地域活動支援事業 4,586 5,447 ▲ 861 地域振興課

3 旭ふれあい区民まつり 3,300 3,300 0 地域振興課

4 街の美化運動事業 428 432 ▲ 4 地域振興課

5 区民スポーツ事業 3,026 3,052 ▲ 26 地域振興課

6 文化芸術による心の豊かさ推進事業 6,351 6,453 ▲ 102 地域振興課

7 青少年健全育成事業 590 540 50 地域振興課

8 子育て・若者支援事業 5,563 7,451 ▲ 1,888 こども家庭支援課

9 保育所地域子育て支援事業 7,885 5,344 2,541 こども家庭支援課

10 地域福祉保健計画事業 7,478 6,036 1,442 福祉保健課

11
地域のつながりづくりに向けた民生
委員の活動支援事業

3,638 3,185 453 福祉保健課

12 健康生活支援事業 2,604 2,562 42 福祉保健課

13
認知症をみんなでささえるまちづく
り事業

454 457 ▲ 3 高齢・障害支援課

14 高齢者生きがいづくり支援事業 568 571 ▲ 3 高齢・障害支援課

15 障害者ネットワーク推進事業 667 2,369 ▲ 1,702 高齢・障害支援課

1 あさひ魅力発見事業 3,471 4,622 ▲ 1,151 地域振興課

2 GREEN×EXPO 2027へ向けた機運醸成事業 7,873 8,022 ▲ 149
区政推進課
地域振興課

こども家庭支援課

3 自然豊かな旭区魅力アップ事業 1,710 1,825 ▲ 115 区政推進課

4 旭区広報事業 3,357 3,207 150 区政推進課

１ 区役所満足度向上事業 8,138 7,058 1,080 総務課

102,686 102,924 ▲ 238

Ⅳ　区民サービスの向上

自

主

企

画

事

業

合　計

事 業 別 一 覧 表

Ⅲ　魅力づくり

事業名

Ⅰ　安全・安心

Ⅱ　地域の力
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（単位：千円）

７年度予算
(案)

６年度予算 増▲減 課　　名

27,156 24,195 2,961 総務課

1 広報よこはま　あさひ区版発行事業 10,750 9,917 833 区政推進課

2 広聴・相談事業 2,383 2,245 138 区政推進課

3 クリーンタウン横浜事業 1,510 1,510 0 地域振興課

4 緊急時情報システム運用事業 907 907 0 総務課

5 スポーツ推進委員支援費 4,191 2,278 1,913 地域振興課

6 青少年指導員事業 2,500 4,834 ▲ 2,334 地域振興課

7 学校・家庭・地域連携事業 1,810 1,825 ▲ 15 こども家庭支援課

8 健康づくり月間 180 180 0 福祉保健課

- 消費生活推進事業 0 735 ▲ 735 地域振興課

51,387 48,626 2,761

７年度予算
(案)

６年度予算 増▲減 課　　名

741,065 725,152 15,913
総務課

地域振興課
土木事務所

事業名

区庁舎・区民利用施設管理費

統合事務費

※　７年度予算の見込額は、原則として６年12月末現在のものになります。

Ⅴ
　
統
合
事
務
事
業
費

統
合
事
業
費

事業名

合　計
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Ⅰ 安全・安心 新・・・新規事業  拡・・・拡充事業

DX・・・デジタル技術を活用して事業転換を行った事業

Ⅰ-１ 事業内容 

災害に強い区づくり事

業 

地域防災関係諸団体の自主防災力の向上及び区役所の災害対応力の

向上を目的に、防災活動団体への各種支援、区が独自に発信する情報

受伝達の円滑、迅速な体制維持及び区民の防災意識の向上を図ります。 

１ 拡 防災活動事業【10,142 千円】 

(1) 区内 19 の連合町内会が行う防災啓発活動への支援（６月～３月）

(2) 地域防災拠点間の相互連携や取組みの共有化に向けた拠点合同による

机上訓練の新規実施（７月～１月） 

(3) 自治会町内会等を対象とした共助に係る防災講座の拡充実施

（６月～３月、集合講座２回・出前講座８回） 

(4) 出前講座結果を事例報告会として新規開催（３月）

(5) 気軽に参加ができる体験型防災イベントの実施（11 月）

(6) 各種団体等のイベント等への参加などによる積極的な防災啓発（通年） 

２ 災害ボランティア連絡会補助事業【150 千円】 

(1) 災害ボランティア連絡会への補助金交付等による活動支援（通年）

３ 帷子川改修予定区間カメラ管理事業【810千円】 
(1) 河川改修途中の帷子川流域設置の WEB監視カメラ（１か所）の維持管理

（設置箇所：帷子川・大栗橋付近）

４ 災害時医療事業【518 千円】 
(1) 医療救護隊巡回診療用資器材の整備

(2) 医療関係団体･警察･消防等で構成する災害医療連絡会議の開催

（年１回）

(3) 通信訓練（年６回 ４月、６月、８月、10 月、12 月、８年２月）

(4) のぼり旗掲出訓練等（年１回 10 月）

５ 拡 福祉避難所開設・運営支援事業【366千円】 
(1) 福祉避難所連絡会開催（区内 66 施設、年２回開催）

(2) 初動対応訓練及び開設・運営訓練への支援

(3) 福祉避難所の災害対応力向上にむけたコーディネーター派遣の拡充

（マニュアル作成支援や訓練内容検討など、年２回×４施設を想定）

６ 災害時のペット対策啓発事業【376千円】 
(1) 飼い主に対する広報、イベント等を活用した周知、啓発（通年）

(2) 地域防災拠点に対するペット受入態勢の啓発及び訓練等の支援（通年） 

令和７年度 12,362 千円 

令和６年度 12,248 千円 

増△減 114 千円 

総務課、福祉保健課 

生活衛生課 

高齢・障害支援課 

事業指標 
防災訓練・講習会等の実施回数 

訓練等に参加したことがある方の

割合 

86件 70％ 

＜地域防災力向上事業_「町の防災組織」活動費補助金（総務局）＞ 

自治会・町内会等により組織されている「町の防災組織」が行う自主防

災活動の経費の一部として補助金を交付。 

＜災害時要援護者支援事業（健康福祉局）＞ 

災害時要援護者名簿の作成や、支援方法等に関する周知・啓発。 

体験型防災イベント 

防災講座（出前講座） 

ペット避難グッズの 

展示・啓発の様子
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Ⅰ-２ 事業内容 

地域安全安心普及推進

事業 

自治会町内会や警察などの関係機関と連携し、安全・安心なまちづく

りを推進します。区民の防犯・交通安全意識の啓発・向上を図ります。 

１ 地域防犯推進事業【2,612千円】 

(1) 防犯・防災・交通安全啓発イベント「あさひ安全安心フェア」の開催

（９月）

(2) 旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付による地域活動支援

（通年）

(3) 区内在住の 65 歳以上の方に、迷惑電話防止機能を有する機器を貸与

（通年）

２ こども安全安心事業【910千円】 

(1) こども 110 番の家実行委員会への補助金交付による活動支援

(2) 区内小学校の新入学児童へ防犯ブザー配布（約 2,000 個）

３ 地域交通安全対策【455千円】 

(1) スケアードストレイト方式による交通安全教室の実施（２回／年）

(2) 交通安全シルバーリーダーを対象とした研修会等の実施（５月、11 月） 

(3) 交通安全キャンペーンへの参加（通年）

４ スクールゾーン対策【5,470千円】 

(1) 対策協議会で要望が出された項目への対応

路面表示の新設、更新

注意を喚起する標識（蛍光幕・固定バンド）の配付

(2) 区内小学校の新入学児童へランドセルカバー配付（約 2,000 枚）

５ 違法駐車追放等対策【313千円】 

(1) 違法駐車追放等地区協議会への補助金交付による活動支援

令和７年度 9,760 千円 

令和６年度 10,104 千円 

増△減 △344 千円

地域振興課 

ランドセルカバー

スケアードストレイト方式

による交通安全教室

事業指標 

協議会の要望に対する 

スクールゾーンの対応割合
振り込め詐欺対策支援満足度 

90％ 100％ 

＜地域の防犯力向上緊急対策事業（市民局）＞ 

自治会町内会等が、地域の防犯力向上に向け実施する公益的な取組に対

し、補助金交付による支援を行うことで、地域住民が安心して暮らせるよ

う、安全安心なまちづくりを推進 
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Ⅰ-３ 事業内容 

ＤＶ対策事業 女性福祉相談で対応する相談はパートナーからの身体・精神的な暴

力に関する相談だけでなく、離婚や親権などの法律的問題、心的外傷

後ストレス障害を抱えるなど相談内容が複雑で多岐に渡ります。特に

複雑で専門的な相談に対して、女性弁護士によるＤＶ法律相談、臨床

心理士による個別カウンセリングを実施し、ＤＶ被害女性の尊厳の回

復や精神的自立につなげます。 

 

１ ＤＶ相談事業【803千円】 

(1) 離婚や親権、財産など法律的問題の解決に向け、女性弁護士による法

律相談を実施（年 36回） 

(2) ＤＶによる心的外傷ストレス（ＰＴＳＤ）等の心理的ケアのため、臨床

心理士による個別カウンセリングを実施（年 36回） 

 

令和７年度 803千円 

令和６年度 906千円 

増△減 △103千円 

こども家庭支援課 

 

 

 

事業指標 

法律相談・個別カウンセリング 

実施回数 

法律相談・個別カウンセリング 

利用者数 

72回 60人 

 

＜女性相談保護事業（こども青少年局）＞ 

ＤＶをはじめとする女性の抱える様々な問題に対し、会計年度任用職員

（月額）の女性福祉相談員による女性福祉相談を実施 
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Ⅰ-４ 事業内容 

安全で安心な食と生活

環境支援事業 

安全で安心な生活環境づくりのため、飲食店や食事ボランティア等

への衛生対策啓発の実施、飼い主のいない猫について TNR(T:捕獲、N:

不妊去勢手術、R:元に戻す)活動等の推進、犬の飼い主へのマナー啓発

を実施します。 

１ DX 食の安全・安心サポート事業【309千円】 

(1) 配食ボランティア等への食中毒予防啓発として、講習会や食品取扱者

や設備の衛生管理についてまとめたチェックリスト配布を実施（通年） 

(2) 区民に向けた、動画等を活用した感染症・食中毒予防等の啓発（通年） 

(3) 事業者に向けた窓口手続の DX 化（書かない窓口）の推進（通年）

２ DX 飼い主のいない猫対策事業【555千円】 

(1) 飼い主のいない猫の問題解決のために活動するボランティアの育成

及び支援(通年)

(2) 相談のあった地域の調査、説明、給餌者等へ啓発の DX 化（タブレット

等活用）（通年） 

３ 動物適正飼育推進等啓発事業【248千円】 

(1) 旭区わんわんパトロール(犬の飼い主マナー向上啓発及び地域見守り

活動ボランティア)の隊員募集 (通年)

(2) 隊員向け活動支援のための講習会の開催（１月）

４ ハチの駆除サポート事業【38千円】 
(1) 高齢者等へのアシナガバチ駆除支援(４月～12 月)

(2) ハチの駆除に関するウェブ相談受付・対応(通年)

令和７年度 1,150 千円 

令和６年度 1,097 千円 

増△減 53 千円 

生活衛生課 

事業指標 

登録ボランティアによる 

TNR支援頭数 

飼主のいない猫に関する 

困り事の相談件数 

200件 100件 

＜食品衛生監視等事業（医療局）＞ 

市民の食の安全安心を確保するため、食品衛生法等の規定に基づき、食

品関係営業者の自主衛生管理を推進するとともに施設への監視指導や食

品の抜き取り検査等の実施 

わんわんパトロール 

腕章・リード標 

食中毒予防啓発動画 
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Ⅱ 地域の力 

Ⅱ-１ 事業内容 

あさひのつながり応援・

発信事業 

 区民をはじめ様々な主体が地域でのつながりや地域への愛着を深め

ること、地域活動に参画できることを目的として、地域人材支援、地域

の魅力発信及び地域データ活用支援の取組を推進します。 

１  拡  市民活動センター（みなくる）事業【1,498千円】 

(1) 市民活動・生涯学習に係る情報提供、発信・相談・コーディネート

(2) 地域活動に参加・参画する区民を増やすことを目的とした事業の実施

 地域の担い手養成講座を新規実施 

(3) 研修室や機材等の貸出

２ あさひの魅力発信事業【2,000千円】 

(1) 区ウェブページ等により区民ライターによる魅力発信を実施（通年）

・６年度に区民ライターとなった方向けの活動継続支援を実施

・区民ライター新規養成講座を開催（８月～11 月、計４回程度）

３  拡  あさひのつながり応援補助金【646千円】 

(1) 事業を立ち上げようとする地域活動団体への補助金交付による活動支援

補助対象：地域の課題の解決に向けて新規に取り組む事業

補助上限額：５万円（補助率：10 分の９）

交付見込み：10 事業

(2) 活動継続団体の交流会等を実施し、フォローアップの充実を図る

４ 多様なパートナーと連携した地域課題解決推進事業【1,780千円】 

(1) 多様な主体が連携した地域課題解決の取組を推進（通年）

参考事例

・ 空家の流通促進を図るための連携協定締結（５年度）

区役所・地域・企業（三井住友信託銀行）が連携し、管理不全な

空家等となる前の早い段階での流通を促進 

・ 郊外部における働く場の創出に関する実証実験（４～６年度）

左近山団地において、UR 都市機構・民間事業者

（(株)Goldilocks）が連携し、オフィス機能を含む働く場として

「トリオ左近山」を実験的に開設し、利用実態や効果を多角的に分

析・検証 

(2) 地域における多様な活動を「旭区 SDGs 月間」として PR(８～10 月)

(3) 持続的な環境行動を推進するため、SDGs の効果的な PR 方法の検討を実

施（通年）

５ 新 地域データ活用支援事業【1,000千円】 

(1) 第５期旭区地域福祉保健計画策定を契機に、「地域のつながりづくり」

に資する地域情報を集約し、データ活用しやすい形で提供 

・企業や施設など多様な主体の地域参画と新たな活動の創出を目指す

・地区の統計データや地域資源、地図情報等のオープンデータ化（通年） 

令和７年度 6,924 千円 

令和６年度 6,636 千円 

増△減 288千円 

地域振興課、区政推進課

 、福祉保健課 

みなくる自主企画講座の

様子 

補助金交付団体の活動の

様子 

あさひ魅力発信サイト 

事業指標 
区民ライターによる記事投稿件数 

地域活動継続団体（あさひのつな

がり応援補助金助成団体） 

10件 35件 
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Ⅱ-２ 事業内容 

自治会町内会等の地域

活動支援事業 

行政と地域住民を結ぶ基礎的な自主的任意組織である自治会町内会

と行政との円滑な連携の構築を図り、自治会町内会活動を区民に対し

ＰＲし、活動の活性化や自治会町内会への加入促進を図ります。 

１ 地域活動のつどい【172千円】 
(1) 旭区独自の制度として自治会町内会役員（５年以上・会長除く）を対象

に功労者を決定受賞者に感謝状と記念品を贈呈（１月開催予定）

２ 自治会町内会長感謝会【1,104千円】 
(1) 自治会町内会長（５年以上）を対象に永年在職者を表彰

10 年以上の会長は、市長表彰（３月開催予定）

３ 自治会への依頼物品配送費【1,760千円】 
(1) 毎月開催される区連会で承認を受けた会議資料等を各自治会町内会に

配送（区連会 HP にて会議資料の掲載）

４ 加入促進の PR【550千円】 
(1) 区連会 HP、SNS、地域紙等の様々な媒体を活用し、若年層や子育て世代

に届くような効果的な PR を行う 

５ DX  地域活動における ICT活用支援【1,000千円】 
(1) 出張講習会、アドバイザー派遣、活用事例の紹介等を通じて自治会町内

会等の ICT 活用の支援を行う（６月～３月） 

 

令和７年度 4,586 千円 

令和６年度 5,447 千円 

増△減 △861千円

地域振興課 

事業指標 

受賞者数（地域活動のつどい及び

自治会町内会長感謝会） 
自治会町内会加入率 

60人 80％ 

Ⅱ-３ 事業内容 

旭ふれあい区民まつり 旭ふれあい区民まつりの開催を通じ、地域の多様な活動の紹介、区民

相互の交流、旭区の魅力の発信を行うことにより、地域の連帯感を深

め、ふるさと意識の高揚を図ります。 

１ 旭ふれあい区民まつり【3,300千円】 
(1) 旭ふれあい区民まつり実行委員会への補助金交付による活動支援

【開催概要】

・10 月 19 日（日）開催

・場所：旭区役所、旭公会堂、鶴ヶ峰商店街協同組合駐車場、

鎧の渡し緑道、旭区市民活動支援センター「みなくる」等 

・内容：ステージイベント、健康フェア、子ども向け体験コーナー、

区内農産物販売、情報体験コーナー、ミニ商店街、 

スタンプラリー、ワークショップ等

令和７年度 3,300 千円 

令和６年度 3,300 千円 

増△減 0 千円 

地域振興課 

事業指標 
来場者数 来場者満足度 

35,000人 80％ 

ステージイベント

＜地域活動推進事業・ＬＥＤ防犯灯設置維持管理事業（市民局）＞ 
自治会町内会の活動を支援するため補助金及び報償費の交付 
加入促進等の取組などの事例を共有し、活動の継続を支援 

＜自治会町内会館脱炭素化推進事業（市民局）＞ 
自治会町内会館への省エネ効果の高い設備導入費用の補助 

自治会町内会長感謝会 

区連会 HP 
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Ⅱ-４ 事業内容 

街の美化運動事業 区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動や不法投棄防止対策を

実施し、清潔できれいな街づくりを推進します。 

 

１ 街の美化清掃【122千円】 

(1) 地元町内会・商店街と区役所職員との協働による鶴ケ峰駅周辺の清掃 

（毎月第４金曜日、12 回） 

(2) 街の美化推進功労者表彰の実施（９月） 

 

２ 不法投棄防止対策【306千円】 

(1) 不法投棄防止看板やポイ捨て・歩きたばこ防止シールの作製及び配布 

(2) 委託業者による夜間パトロールの実施（１月～３月） 

(3) 警報装置の維持管理（通年） 

 

令和７年度 428 千円 

令和６年度 432 千円 

増△減 △4 千円 

地域振興課 

 

 

 

事業指標 
地域清掃の実施回数 

区民意識調査ごみ対策に対する満

足度 

12回 57.5％ 

 

Ⅱ-５ 事業内容 

区民スポーツ事業 スポーツを通じて、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成及

び地域の連携を促すとともに、人や地域のつながりを密接にし、地域

の活性化を図ります。 

 

１ スポーツ協会事業【400千円】 

(1) 旭区スポーツ協会（13 部により構成）に補助金を交付し、活動を支援 

(2) 各種競技大会の企画・運営・実施（通年） 

 

２ 旭区民スポーツ祭事業【2,273千円】 

(1) 旭区民スポーツ祭実行委員会に事業補助金を交付 

(2) 連合地区対抗で 10 種目を競う旭区独自の総合スポーツ競技大会 

(3) 区内各地で区内の小学生から高齢者までを対象に実施（６月～11 月） 

 

３ 旭区大なわとび大会事業【353千円】 

(1) 旭区大なわとび大会実行委員会への補助金交付による活動支援 

(2) 各地区で予選を行い、本大会を旭スポーツセンターにて開催（２月） 

 

令和７年度 3,026 千円 

令和６年度 3,052 千円 

増△減 △26 千円 

地域振興課 

旭区民スポーツ祭 

三世代輪投げ入賞チーム 

 

事業指標 
各種スポーツ大会参加者数 

週に１回以上スポーツを 

行っている区民の割合 

5,000人 60％ 

 

鶴ヶ峰駅周辺の清掃 
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Ⅱ-６ 事業内容 

文化芸術による心の豊

かさ推進事業 

身近な文化芸術環境の提供と心豊かな区民生活の充実を図るため、

文化芸術活動に関する事業の実施・支援を行います。旭区読書活動推

進目標に基づき、活発な読書活動を推進するための事業を展開します。 

 

１ 文化芸術活動支援事業【3,746千円】 

(1) 旭区内で開催される区民の自主的な文化芸術活動を公募し、審査を経て

支援対象となった事業に対し、補助金交付・広報協力による支援を実施 

対象事業：一般支援事業及び助成額を拡大する特別支援事業 

令和７年度は子供を対象とする事業を特別支援事業に設定 

補助金交付決定（4/1）、事業実施（通年）、 

次年度事業公募・審査（１月～３月） 

(2) 旭区文化振興会による地域の文化団体の繋がりの強化、地域の文化活動

の活性化を支援。 

 

２ 横浜旭ジャズまつり支援事業【2,000千円】 

(1) 「横浜旭ジャズまつり」実行委員会への補助金の交付、活動支援、 

広報ＰＲの協力を実施 

(2) ‘25 横浜旭ジャズまつり（8/31 開催予定） 

 

３ 読書活動推進事業【605千円】 

(1) 第三次横浜市民読書活動推進計画に基づき旭区読書活動推進目標及び

本と出会える場所マップの改定 

(2) 若年層の読書への興味関心の増進を目的とした読書イベント（７月）、 

 読書普及を目的とした講演会の開催（11 月） 

(3) 朗読に関心のある市民に向けたイベント開催（通年） 

区内で読書活動をするボランティアの育成・支援 

令和７年度 6,351 千円 

令和６年度 6,453 千円 

増△減 △102 千円 

地域振興課 

 

 

 

 

 

‘24 横浜旭ジャズまつり 

 

 

 

 

 

令和６年度 

旭いきいき朗読講座 

事業指標 

文化関連事業参加者数 文化支援事業参加者満足度 

22,000人 80％ 
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Ⅱ-７ 事業内容 

青少年健全育成事業 青少年の興味・関心を広げるため、様々なことを学び、体験する講座

を実施します。また、青少年団体が行う青少年健全育成を目的とした

事業に対し、補助金を交付し活動を支援します。 

１ 青少年団体活動補助事業【156千円】 

(1) 区内青少年の健全育成を図ることを目的として青少年団体が行う事業

への補助金交付による活動支援

対象：旭区子ども会育成連絡協議会

旭区ボーイスカウト・ガールスカウト連絡会 

２ こども未来発見事業【434千円】 

(1) 青少年の学ぶことへの動機づくりや様々な体験機会を増やす取り組み

として、各種講座を実施します

・こども未来発見教室（８月）

旭区市民活動支援センター「みなくる」の登録アドバイザーによる環

境をテーマとした体験講座の実施

・体験教室（年１回）

令和７年度 590千円 

令和６年度 540千円 

増△減 50千円 

地域振興課 

事業指標 
こども未来発見事業参加者数 こども未来発見事業参加者満足度 

100人 80％ 

中学生対象ワークショップ 
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Ⅱ-８ 事業内容 

子育て・若者支援事業 育児不安が発生しやすい乳幼児期を対象に、気軽に子育ての相談が

できる窓口や、地域における子育て支援についての情報を提供するこ

とで、他者とのつながりの中で安心して子育てができる環境づくりに

取り組みます。また、障害のある子どもとその養育者の交流や活動の

場を提供するとともに、困難を抱える若者の社会参加を促進すること

で、すべての子どもを地域で支えるネットワークづくりに寄与します。 

１ 妊娠期支援事業【360千円】 

(1) 「妊娠・出産マイカレンダー」を妊娠届の面接時に配布（母親向け・父

親向け計２種、各 1,500 部）

(2) 両親教室について、全市的に実施されている平日分に加え、土曜日に追

加開催（年４回）

２ DX  乳幼児期支援事業【3,467千円】 

(1) 乳幼児健診の待ち時間に栄養・歯科・育児講座を実施（年 74 回）

(2) 第１子の０歳児を養育する方を主な対象に、赤ちゃん教室を実施

（年 112 回）

(3) 子育てガイドブック「とことこ」を旭区子育てポータルサイトと統合し、

子育て応援サイト・アプリ「パマトコ」と連携することで地域密着型の

子育て情報を提供 

３ DX  発達障害児等支援事業【581千円】 

(1) 発達障害児や先天性疾患の子どもを持つ養育者と支援者を対象に、「え

くぼ教室」、「ふくっこの会」に対する支援を実施（年８回）

(2) 障害児通所支援事業所紹介冊子「あさひっ子」をデジタル化し、区役所

窓口においてタブレット端末を活用して、案内を実施 

４ 児童虐待予防事業【479千円】 

(1) 幼児期の関わり方について、「子育てのヒント」リーフレットを、個別訪

問を中心に乳幼児健診（１歳６か月、３歳）やイベントなどで配布（計

３種：１種 850 部、２種各 500 部）。また、区内の保育園児が描いた絵を

用いて、児童虐待予防啓発グッズを作成し、区民まつり等のイベントを

通じて啓発・配布 

(2) 育児不安を抱える養育者を対象に、ヨガやグループミーティングを通し

て、不安の解消を図る教室「アンダンテ」を実施（年 12 回）

(3) 乳児早期から養育者と子どもの絆形成を目的とした教室「ベビーマッサ

ージ教室」を実施（年２コース 計８回）

令和７年度 5,563 千円 

令和６年度 7,451 千円 

増△減 △1,888千円

こども家庭支援課 

妊娠・出産マイカレンダー 

障害児通所支援事業所 

案内情報「あさひっ子」 

「子育てのヒント」 

＜母親（両親）教室開催事業（こども青少年局）＞ 

妊娠期の生活、子育てに必要な知識や技術の習得及び地域の仲間づくり

を促進するために必要な支援を実施（平日開催） 

子育て支援情報発信の充実 
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５ 子育てネットワーク構築事業【559千円】 

(1) 区民と関係機関・行政との協働により、安心して子育てができるまちづ

くりを目指し、「子育て支援連絡会」を実施（３回）

(2) 窓口や家庭訪問の際にタブレットを利用し、子育て情報等を案内

６ 困難を抱える若者支援事業【117千円】 

(1) ひきこもり等の困難を抱える若者（当事者）の社会参加や就労への意欲

につながることを目的に、西部ユースプラザが社会体験事業を実施して

いる。その一環として、区役所等が主催する講演会やイベントに当事者

がスタッフとして参加する機会の提供（３回） 

(2) 区民まつり等のイベントにおいて、当事者が企画運営するひきこもり等

への理解を促進する企画を実施（１回）

事業指標 
赤ちゃん教室開催回数 

子育ての不安の解消につながった

と回答した養育者の割合 

112回 80％ 

＜地域子育て支援拠点事業（こども青少年局）＞ 

就学前の子どもとその保護者が気軽に訪問でき、交流するスペースの提

供、子育て相談の実施、子育て情報の提供、子育て関係機関のネットワー

ク構築などを行う地域子育て支援拠点「ひなたぼっこ／ひなたぼっこサテ

ライト」の運営を委託

＜地域ユースプラザ事業（こども青少年局）＞ 

青少年相談センターの支所的機能を有する施設として、地域における総

合相談、ひきこもりからの回復期にある若者の居場所の運営等の事業経費

に関する補助金を交付 

保育園児の絵を用いた 

児童虐待予防啓発カレンダー 
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Ⅱ-９ 事業内容 

保育所地域子育て支援

事業 

 保育所における養育支援を強化するため、私立保育所に臨床心理士

を派遣するほか、保育士を対象に研修を実施します。また、市立保育所

を地域の子育て支援の場として活用し、交流保育や園庭開放等を実施

することで、未就園児の親子でも気軽に遊びに行ける場を提供します。

さらに、保育・教育施設が子育て応援イベント「あさひ子育てマルシ

ェ」を連携して実施することを通して、連携強化及び子育て支援に取

り組みます。 

１拡 保育所を活用した養育支援強化事業【5,157千円】 

(1) 私立保育所・幼稚園等の要請に応じて臨床心理士を施設に派遣し、発達

や発育に課題のある児童の保育の方法について、相談支援を実施 

・臨床心理士の派遣回数増（年 90 回）

・対象施設に幼稚園を追加

(2) 家庭での養育環境に支援を必要とする要保護児童等について、保育所等

の中で健全な育ちを促すことができるように、臨床心理士を交えた支援

方針の検討を実施（年 42 回）

(3) 児童虐待の専門家による保育施設の保育士等を対象に研修を開催（２回） 

２ 保育のひろば事業【849千円】 

(1) 子育て支援施設や団体が連携して遊びや保育士による育児相談、施設の

紹介等を行う子育て応援イベント「あさひ子育てマルシェ」を実施 

（９月～10 月 計５会場） 

イベント内で参加者と共に体を動かすことを目的に、旭区オリジナル体

操「あさひくんとア・ソ・ボ！」を活用

３ 地域交流事業【1,879千円】 

※市立保育所で実施

(1) ０歳児の親子を対象にベビーマッサージ講座を実施

（５月、７月、９月、10 月、11 月、12 月、１月、３月 計８回）

(2) 保育所の給食を有料で提供するランチ交流を実施

（７月、９月、11 月、１月、３月 計５回）

(3) 家庭での読み聞かせの大切さや楽しさを伝えるため図書の貸出を実施

(4) 保育所の施設の一部を地域に開放し、親子の交流や情報提供・相談等を

行う親子の居場所を提供

(5) 地域の方が保育所でボランティア活動を行い、園児と触れ合い、遊びや

ものづくりの楽しさを伝え、子どもの成長につなげる活動を実施
(6) 保育所等にとって参加しやすいオンラインによる会議や研修を実施

令和７年度 7,885 千円 

令和６年度 5,344 千円 

増△減 2,541 千円 

こども家庭支援課 

事業指標 

あさひ子育てマルシェの開催数 
あさひ子育てマルシェ 

参加者の満足度 

５回 80％ 

養育支援強化事業 

保育士への研修 

あさひ子育てマルシェ 

（旭区オリジナル体操「あ

さひくんとア・ソ・ボ！」） 

あさひ子育てマルシェ 

（パネルシアター） 

交流スペースの提供 

＜保育資源ネットワーク構築事業（こども青少年局）＞ 

保育資源間での保育や子育て支援に関する情報・ノウハウの共有化、保

育の質の向上を目指した情報交換会や研究会等を開催 
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Ⅱ-10 事業内容 

地域福祉保健計画事業 「地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち旭区」を目指し、

区民・関係機関・行政等が協働して「きらっとあさひプラン（旭区地域

福祉保健計画）」第４期計画（令和３年度～令和７年度）の推進及び第

５期計画（令和８年度～令和 12年度）の策定に取り組みます。 

１ 拡 地域福祉保健計画推進・普及啓発事業【6,135千円】 

(1) 第５期区計画素案に対する区民意見募集（９月）、策定・公表（３月）

(2) 地区別計画の推進・策定の支援（通年）、公表（３月）

(3) 地区別計画支援のため、地区別支援チーム向け各種研修を実施（通年）

(4) 地域の福祉保健活動紹介と区民の参加促進（広報よこはま掲載 他）

２ 拡 地域福祉保健推進会議【966千円】 

(1) 旭区の保健・医療・福祉等の関係団体等との連携強化及び第４期計画の

推進

(2) 第５期計画の策定について関係団体等から意見聴取、情報交換するた

め、地域福祉保健推進会議を開催（８月７日、11 月 20 日） 

(3) 第５期計画の作業部会として、関係団体代表者や学識経験者からなる策

定検討部会を開催（５月 23 日、７月３日） 

３ きらっとあさひ福祉大会【377千円】 

(1) 社会福祉功労者（団体）への表彰、地域福祉保健計画推進の取組内容の

紹介及び地域福祉保健活動の啓発（２月 14 日）

令和７年度 7,478 千円 

令和６年度 6,036 千円 

増△減 1,442 千円 

福祉保健課 

第 4期計画 

事業指標 

旭区地域福祉保健計画 

（きらっとあさひプラン）認知度 

区内地域ケアプラザ及び 

福祉保健活動拠点における 

福祉保健活動目的の利用者数 

21.5％ 65,000人 

＜地域福祉保健計画推進事業（健康福祉局）＞ 

第５期横浜市地域福祉保健計画（計画期間：令和６～10 年度）（以下、

市計画）の推進 

第５期区地域福祉保健計画（計画期間：令和８～12 年度）（以下、区計

画）の策定及び第４期区計画（計画期間：令和３～７年度）の推進支援 
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Ⅱ-11 事業内容 

地域のつながりづくり

に向けた民生委員の活

動支援事業 

区内小学５・６年生が民生委員や主任児童委員とともに各種福祉活 

動に取り組む旭区独自のジュニアボランティア体験事業などへの支援

や、民生委員活動・制度の普及啓発を行い、地域のつながりづくりを推

進します。 

１ ジュニアボランティア体験事業【2,189千円】 

(1) 就任式の開催（８月１日）

(2) 各地区での活動（８～11 月末）

(3) 体験発表会の開催（11 月 24 日）

(4) 体験感想文集の発行（800 部）

２ 民生委員活動支援事業【1,449千円】 

(1) 旭区民生委員児童委員協議会への補助金交付による活動支援

(2) 主任児童委員連絡会主催で主任児童委員 PR イベント

（あさひ・ゆかいなコンサート）を実施（５月９日）

(3) 民生委員制度普及啓発

広報よこはまあさひ区版等で民生委員の活動を紹介

民生委員のなり手確保に向けたチラシを作成・配布

「民生委員・児童委員の日」（５月 12 日）前後における啓発活動

区民まつりへ参加し普及啓発チラシ等を配布（10 月）

令和７年度 3,638 千円 

令和６年度 3,185 千円 

増△減 453 千円 

福祉保健課 

事業指標 

来場者・参加者数（パネル展、区民ま

つり、ジュニアボランティア就任数） 
民生委員充足率 

1350人 100％ 

＜民生委員・児童委員事業（健康福祉局）＞ 

地域福祉の担い手である民生委員・児童委員、主任児童委員の委嘱及び

活動支援 
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Ⅱ-12 事業内容 

健康生活支援事業 区民の健康維持増進と健康寿命延伸を目標に、運動・栄養・歯科など

生活習慣病の予防への取組みを推進します。特に 20～40代の働き・子

育て世代の健康づくりを推進し、50 年後も健康でいられる区民を一人

でも多く増やします。 

１ 拡 ウォーキング推進事業【1,215千円】 
(1) 働き・子育て世代や日頃運動の機会がない区民をメインターゲット

に、「よこはまウォーキングポイント」アプリを活用したイベント「あ
さひ さんさん ウォーク」を実施。自身のタイミングで旭区の魅
力スポットを巡りながら、運動を始めるきっかけづくりを目指す（10
～11月 「あさひの逸品」キャンペーンと連携して実施） 

２ 働き・子育て世代の健康応援事業【693千円】 
(1) 働き・子育て世代が多く利用する商業施設や子育てイベント等にお

いて、健康チェックや専門職による出前講座を実施（通年）

３ 虫歯予防啓発事業【294千円】 
(1) 就学前の子どもと保護者に対し、虫歯や歯周病の知識の普及、歯み

がきの習慣化に向けた健康教育、情報発信を実施
（６月～３月、５回）

４ おにぎりあさひくんの人形劇、食育啓発事業【402千円】 
(1) おにぎりあさひくん人形劇、デジタル絵本・動画を活用し、食生活

等基本的な生活習慣を獲得する年代である未就学児と保護者を対象
に食育啓発を実施（通年）

(2) ヘルスメイトによる食育の普及啓発活動を実施（通年）

令和７年度 2,604 千円 

令和６年度 2,562 千円 

増△減 42 千円 

福祉保健課 

事業指標 
健康増進に係る啓発活動の実施 

20～60歳以上で１日30分・週２日以上

の運動を１年間継続している者の割合 

96回 28.5％ 

Ⅱ-13 事業内容 

認知症をみんなでささ

えるまちづくり事業 

認知症になっても家族や本人が地域で安心して暮らせるよう、認知

症に対する正しい知識・理解の普及を促進し、関係機関と連携し高齢

者の孤立防止、見守りなど地域支援を進めます。 

１ 地域活動の推進【30千円】 
(1) 旭区認知症地域支援連絡会（２月）

(2) 認知症協賛店ステッカー配布（２月）

２ 啓発活動の展開【424千円】 
(1) 旭区版認知症ケアパスガイド増刷（８月ごろ）

(2) 認知症普及啓発ブース（９月）

(3) 認知症講演会（11 月ごろ）

令和７年度 454 千円 

令和６年度 457 千円 

増△減 △3千円

高齢・障害支援課 

事業指標 
認知症カフェ 認知症ケアパスの認知度 

18個所 20％ 

子育て世代向け健康チェック 

ウォーキングイベント
参加賞交換所

＜第３期健康横浜２１（健康福祉局）＞ 
 「第３期健康横浜２１」の推進における重点取組である「よこはま健
康アクション〔R6-R11〕」の推進 

＜認知症サポーターキャラバン事業（健康福祉局）＞ 

地域で認知症の人や家族を温かく見守り、自分のできる範囲で「応援」する人材

である認知症サポーターを養成。区は認知症サポーター養成講座の開催を支援。 
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Ⅱ-14 事業内容 

高齢者生きがいづくり

支援事業 

高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいを見出した活動ができ

るよう、市内最大規模を誇る旭区老人クラブ連合会（通称：かがやきク

ラブ旭）への支援を行います。

１ 老人クラブ支援事業【568千円】 

(1) かがやきクラブ旭と共催で各種研修会・講演会等の事業を実施

《共催事業（年 10 回）》

輪投げ大会（５月）、健康を進める運動講演会（６月） 

シニア大学（６月～７月）、健康マージャン大会（７月）

友愛委嘱式（８月）、ボッチャ大会（９月）

知識と教養を高める研修会（12 月）、ことぶき大学（２月）

趣味の作品展（２月）、いきいき活動慰安大会（３月）

(2) かがやきクラブ旭の活動ＰＲと会員数増の取組を推進

(3) 広域老人クラブの開設・運営支援

 

令和７年度 568 千円 

令和６年度 571 千円 

増△減 △3 千円

高齢・障害支援課 

クラブ活動の様子

事業指標 
共催事業回数 参加者満足度アンケート 

10回 70％ 

Ⅱ-15 事業内容 

障害者ネットワーク推

進事業 

区自立支援協議会等との連携、当事者の社会参加促進支援、地域の障

害についての理解を広める取組等を積み重ねることで、障害のある方

が安心して暮らせる地域づくりを推進します。 

１ 関係機関連携強化・社会参加支援事業【356千円】 

(1) ふれあいスポーツ大会（６月、10 月）

(2) 精神科嘱託医派遣（５月、７月、９月、11 月、1 月、３月）

２ 普及啓発事業【311千円】 

(1) 精神保健福祉セミナー（年１回）

(2) 障害福祉事業所出張健康教室（年５回）

令和７年度 667 千円 

令和６年度 2,369 千円 

増△減 △1,702千円

高齢・障害支援課 

相鉄駅前マルシェ 

（二俣川駅での様子） 

事業指標 
精神保健福祉セミナー参加者数 

障害福祉事業所出張健康相談 

満足度 

400人 90％ 

＜障害者相談支援事業（健康福祉局）＞ 

障害児者やその家族が地域で自立した生活を送ることができる社会の

実現を目指し、基幹相談支援センターや区福祉保健センターが中心とな

り、障害者福祉施設や関係機関と連携を図りながら相談支援を実施。 

＜地域づくり型介護予防事業（健康福祉局）＞ 

元気づくりステーション：身近な地域で、住民が主体となり仲間と一緒

に介護予防・健康づくりに取り組むグループ活動。包括支援センターとと

もに運営支援等を実施。区内 26 か所。 
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Ⅲ 魅力づくり 

Ⅲ-１ 事業内容 

あさひ魅力発見事業 マスコットキャラクター「あさひくん」を使用した事業啓発や活用促

進、文化・観光スポットの紹介や「あさひの逸品」を活用した商業振興

など、旭区の魅力を発見・発信または支援し、愛着心を育みます。 

１ あさひくん普及啓発事業【2,084千円】 

(1) あさひくん啓発グッズを活用した旭区及び区の事業の広報

(2) AR を活用した啓発及び事業の実施

(3) あさひくんアニメ「あさひくんのさがしもの」、「はやね・はやおき・あ

さごはん」の PR

(4) 広報よこはまあさひ区版へ「あさひくん４コマ漫画」を掲載

(5) 区内小学校の新入学児童へ「あさひくんランドセルカバー」配布【再掲】 

(6) 旭区観光協会による「あさひくん LINE スタンプ」の販売

(7) 旭区オリジナル体操「あさひくんとア・ソ・ボ！」の PR【再掲】

２ あさひくん貸出事業【160千円】 

(1) 着ぐるみやパペットの貸出及び画像の使用承認

３ 商業振興事業【1,053千円】 

(1) 「あさひの逸品」キャンペーンをウォーキング推進事業「あさひ さん

さん ウォーク」(福祉保健課)と連携して実施（11 月） 

(2) 「あさひの逸品」の冊子配布等による広報（通年）

４ あさひ文化観光資源発信事業【174千円】 

(1) 畠山重忠公紹介冊子配布（通年）

(2) ウォーキングイベント支援（４月～３月：１回/月）

(3) 標柱・案内サインの管理（通年）

令和７年度 3,471 千円 

令和６年度 4,622 千円 

増△減 △1,151千円

地域振興課 

ARフォトフレーム 

事業指標 
あさひくん貸出・図形申請件数 あさひくん認知度 

130件 95％ 

＜商店街活性化イベント助成事業（経済局）＞ 

商店街が実施する地域内の交流や賑わいを創出するイベント支援 
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Ⅲ-２ 事業内容 

GREEN×EXPO 2027 へ向

けた機運醸成事業 

GREEN×EXPO 2027 の機運醸成に向け、横浜国際園芸博覧会旭区推進

協議会による広報活動を推進していきます。また、自治会町内会等へ

の花苗配布による緑化推進を通して魅力あるきれいな街づくりにつな

げるとともに、区内農業を広く周知し、地産地消を推進します。 

１ 拡 GREEN×EXPO 2027 機運醸成【2,500 千円】 

(1) 横断幕やカウントダウンボードの作成・設置

(2) 横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会への補助金交付による広報活動支援

同協議会が主体となり、GREEN×EXPO 2027 の認知度向上や機運醸成に

向け、旭オープンガーデン、花のオブジェの展示、相鉄線鶴ケ峰駅ホ

ーム内での巨大アート作品展示等の取組を実施 

２ 花いっぱい事業【3,755 千円】 

(1) 自治会町内会等、植栽に意欲のある団体への花苗配布（６月、1１月）

(2) 花苗配布に合わせた国際園芸博覧会 PR グッズの配布など、機運醸成に

向けた取組実施

(3) 区役所・空閑地等の緑化推進（花の植替え）（５月、11 月）

３ 旭区の「農」の魅力 PR事業【618千円】 

(1) 地産地消を推進するために、区役所にて地元で採れた野菜等をお買い求

めいただける「あさひもぐもぐマルシェ」を実施（毎月第２金曜日）

(2) 区民に旭区内の「農業」を知ってもらうために、区内畑の見学等を実施

 （年２回） 

(3) 直売所マップの改訂による、地産地消の普及・啓発の取組の実施

４ 地域と育てる花と緑のあふれる保育所づくり事業【1,000 千円】 

(1) 市立保育所において、園児や保護者、地域のボランティアの方々と協力

して花壇を整備するとともに、その様子を定期的に SNS 等により情報発

信を実施 

令和７年度 7,873 千円 

令和６年度 8,022 千円 

増△減 △149 千円

区政推進課、地域振興課 

こども家庭支援課 

事業指標 

GREEN×EXPO2027 

認知度向上に向けた取組 
GREEN×EXPO2027 の認知度 

30件 90％ 

＜GREEN×EXPO 広報・推進活動事業（脱炭素・GREEN×EXPO 推進局）＞ 

 GREEN×EXPO 2027 の開催に向け、国や 2027 年国際園芸博覧会協会等

と連携して開催に向けた取組を実施 

＜緑や花があふれる地域づくり事業（みどり環境局）＞ 

オープンガーデン等イベントの開催・花や緑を育む活動の支援などの

地域に根差した各区での取組を進め、緑や花の楽しみづくりを推進 

市立保育園の花壇づくり 

GREEN×EXPO 2027 

PR イベント 

（こども自然公園） 

＜身近に農を感じる地産地消の推進事業(みどり環境局)＞ 

 市内産農畜産物などを販売する直売所等の整備・運営支援や、市内で

生産される苗木や花苗の配布等を実施。また、「横浜農場」を活用した

プロモーションや地産地消に関わる情報発信など、PR 活動を実施。 

国際園芸博覧会 PR 

（フラワーピック作成 ）
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Ⅲ-３ 事業内容 

自然豊かな旭区魅力ア

ップ事業 

水と緑に恵まれた、GREEN×EXPO 2027の開催区としての旭区の特性

を生かした取組を通じて、多くの方々が豊かな自然に親しむことがで

きる機会を創出し、区への愛着を醸成します。また、温暖化対策に貢献

するライフスタイルを発信し、脱炭素社会の実現に向けた行動変容を

促進することで「ふるさと旭」の魅力を高めます。 

１ 脱炭素化推進に向けた普及啓発事業【1,068千円】 

(1) 「楽しくお家でエコ！実践講座」を開催（計６回）

(2) 民間保育園等へ緑のカーテン用資材を配布（５月、計 25 か所）

(3) 区内小・中学校向けの YES 環境教育出前講座を通じた行動変容を促進

２ ホタルの舞う里づくり【139千円】 

(1) 若葉台、旭北地区で専門家の指導のもと、ホタルの飼育会、鑑賞会、幼

虫の放流会を実施（専門家の派遣４回）

３ ふるさとの川環境学習【503千円】 

(1) 区内小学校（６校）を対象に、帷子川などをフィールドとした環境学習

を地域の NPO・企業と協働で実施（６月～10 月）

令和７年度 1,710 千円 

令和６年度 1,825 千円 

増△減 115千円 

区政推進課 

事業指標 

行動変容につながる取組 環境や環境への取組の関心度 

７件 86％ 

＜緑や花があふれる地域づくり事業（みどり環境局）＞

区役所や図書館など多くの市民が訪れる公共施設において、市民が

実感できる緑を創出・育成するための事業を実施

＜子どもを育む空間での緑の創出・育成事業（みどり環境局）＞

次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成長できるよう、

子どもが多くの時間を過ごす、保育園、小中学校を対象に多様な緑の

創出・育成を実施

緑のカーテン 

（区内保育園） 

環境学習 

（こども自然公園） 
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Ⅲ-４ 事業内容 

旭区広報事業 区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対

する理解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。 

１ Web広報事業【1,237千円】 

(1) 「広報よこはま あさひ区版」WEB 版、旭区役所 SNS で、市･区等の行政

情報を発信（通年）

(2) 職員向け研修を実施することで、一人ひとりが伝える担い手としての意

識を醸成し、相手にわかりやすく伝える広報力の強化を推進（年３回）

２ 旭区便利帖さんさんガイド発行事業【2,120千円】 

(1) 主に転入区民向けに旭区での新生活に活用してもらうため、「旭区便利

帖 さんさんガイド」を２年分 17,000 部作成（隔年発行、３月）

令和７年度 3,357 千円 

令和６年度 3,207 千円 

増△減 150 千円 

区政推進課 

事業指標 
SNS年間投稿数 SNS年間アクセス数 

365件 50万件 
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Ⅳ 区民サービスの向上 

Ⅳ-１ 事業内容 

区役所満足度向上事業 正確・迅速・丁寧で親しみやすいサービスの提供に向け、各事業に取

り組みます。 

 

１ CS向上事業【524千円】 

(1) 人権啓発研修 

（通年：責任職研修、職員研修、区民向け人権啓発の取組） 

(2) 旭区人権啓発講演会 

   （年１回実施予定（12 月～２月頃）） 

(3) 応対スキルアップ研修 

（年４回実施予定（上半期２回、下半期２回）） 

 

２ ES向上事業【55千円】 

(1) あさひ改善プロジェクトの取組等を通じた職場環境の向上 

 

３ 一時託児サービス事業【206千円】 

(1) 区庁舎内託児室での一時託児サービスの実施 

（乳幼児健診実施日に開室：毎月６～８回程度） 

 

４ 区民ニーズ迅速対応事業【6,960千円】 

(1) 来庁者からの要望等を踏まえた区庁舎環境整備（通年） 

 

５ ICT環境整備事業【393千円】 

(1) WEB 会議用環境・インターネット FAX 運用（通年） 

(2) ICT 機器の新規導入（随時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 8,138 千円 

令和６年度 7,058 千円 

増△減 1,080 千円 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

事業指標 
応対スキルアップ研修 

区民意識調査「区役所の窓口対応」 

で満足・やや満足の割合 

４回 前回調査結果から向上 

 

一時託児の様子 
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Ⅴ 統合事業費 

Ⅴ-１ 事業内容 

統合事業費 18区で共通している事業費 

１ 広報よこはまあさひ区版発行事業【10,750千円】 

区民に向けて区・市等の各種事業を広報することで、区政に対する理解、

協力を広げ、その円滑な推進を図ります。 

２ 広聴・相談事業【2,383千円】 

区民の日常生活の様々な困りごと等についての専門相談を開催します。

区民の意見、要望、提案、苦情等を直接把握し、区政の運営に反映させると

ともに、区政の合理的運営に役立てます。 

３ クリーンタウン横浜事業【1,510千円】 

区内に２か所ある美化推進重点地区（鶴ヶ峰駅周辺、二俣川駅周辺）にお

いて、委託による清掃を定期的に実施し、清潔できれいな街づくりを推進し

ます。 

４ 緊急時情報システム運用事業【907千円】 

災害や地域に関する緊急情報を、一斉に電話で発信することにより、連合

自治会長等へ効率的かつ効果的な情報の伝達を図るとともに、webサイトや

メール等他の情報伝達ツールと併せて活用することで、情報伝達手段の多

様化を図ります。

５ スポーツ推進委員支援費【4,191千円】 

スポーツ推進委員は、地区において、地域の人たちとの連帯と委員相互の

協力のもと、地域に根ざしたスポーツやレクリエーションの振興事業の企

画・立案・実施並びに普及活動など、地域の多様化に即した事業を展開して

います。また、各種スポーツ・レクリエーション団体その他関係団体の事業

について協力します。 

６ 青少年指導員事業【2,500千円】 

青少年の健全育成に向けて、青少年指導員が中心となり、関係団体や地域

と連携して企画、運営し、地域に根ざした青少年健全育成活動を実施しま

す。 

７ 学校・家庭・地域連携事業【1,810千円】 

次代を担う青少年を育成するため、11中学校区に対して補助金を交付し、

学校・家庭・地域が相互に連携しそれぞれの教育機能を発揮する取組を支援

します。加えて、各中学校区での取組を取材し情報発信することで、中学校

区間の活動内容の共有及び事業の認知度向上を目指します。 

８ 健康づくり月間【180千円】 

区内の保健・衛生・医療に関わる団体が連携し、健康づくりに関する情報

提供や相談活動（健康フェア）を区民まつりに合わせて実施します。 

令和７年度 24,231千円 

令和６年度 24,431 千円 

増△減 △200千円 
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子育て世代をはじめ多くの方々に 

選ばれ続ける「ふるさと旭」の実現 

旭区マスコットキャラクター 

あさひくん 



保土ヶ谷バイパス付近は、鶴ヶ峰駅側から地下を通ってきた鉄道が地上に上がってくる区間とな

り、①円形トンネル、②箱型トンネル、③擁壁の３つの構造に分かれます。

そのうち円形トンネルはシールド工法で整備し、西谷駅側から発進したシールドマシンは、旭警

察署付近のゴール地点となる到達立坑まで掘り進めます。この区間にある鶴ヶ峰８，９号踏切はな

くなり、安心・安全な通行が可能な道路に生まれ変わります。

お問い合わせ

保土ヶ谷バイパス付近の工事スケジュール（予定）

ゴール地点ではどんな工事をしているの？

保土ヶ谷バイパス付近ってどうなるの？

シールドマシンのゴール地点

では、今後、地面を掘り、地下

に箱型トンネルを作っていきま

す。

現在はその準備として、土を

押える役割の「土留壁」を整備

しています。「土留壁」には、

鋼矢板（鉄製の板）やソイルセ

メント（土とセメントを混ぜた

もの）を使用します。

鉄道の真横で工事を行うため、

安全第一で作業を実施します。

令和７年２月

【第10号】
【発行】横浜市道路局・相模鉄道株式会社

～～

【事業に関すること】横浜市 道路局 建設部 建設課（鉄道交差調整担当）
TEL：045-671-2792 ／ FAX：045-663-8993 ／ E-mail：do-tetsudou@city.yokohama.lg.jp

【工事に関すること】相模鉄道株式会社 施設部 建設課
TEL：045-520-4331 ／ FAX：045-520-4337 ／ URL：https://www.sotetsu.co.jp/support/

工
事
説
明
会

Ｒ５.３ Ｒ６年度～ Ｒ15年度

事
業
完
了

土
留
め
工
事

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
到
達

擁
壁
工
事

・

箱
型
ト
ン
ネ
ル
工
事

Ｒ11年度～

工事ヤード

箱型トンネル
区間

円形トンネル
区間

地上
区間

擁壁
区間

鶴ヶ峰駅付近の連続立体交差事業は、西谷駅から二俣川駅間において、鉄道を地下化することに

より10箇所の踏切をなくし、「交通渋滞の解消」「歩行者の安全性の向上」「鉄道に分断された地

域の一体化」等を図る事業です。

第10号では、シールドマシンのゴール地点となる保土ヶ谷バイパス付近の工事の状況について紹

介します。

工事説明会の資料

二俣川駅 鶴ヶ峰駅方面→

←二俣川駅方面
鶴ヶ峰駅方面→

Ｒ10年度

写真①

鋼矢板

鉄道に近い場所での工事状況 約18ｍの鋼矢板を地中に打ち込んで

いきます。

写真②

写真②工事状況

写真①

ゴール地点
（到達立坑）

土留壁

～～

鉄道待避
スペース

ゴール地点
（到達立坑）

鶴ヶ峰８号踏切鶴ヶ峰９号踏切

鶴ヶ峰連立 検索

鉄道待避
スペース

資料２ 
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西谷３号踏切

鶴ヶ峰１号踏切
鶴ヶ峰３号踏切

鶴ヶ峰４号踏切

鶴ヶ峰６号踏切

鶴ヶ峰５号踏切鶴ヶ峰８号踏切

鶴ヶ峰７号踏切

保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス

鶴ヶ峰９号踏切

鶴ヶ峰２号踏切

起
点

終
点

平面図記載の踏切は、除却予定の踏切です。

鉄道（計画）

鉄道（現況）

凡例

鶴ヶ峰駅

横
浜
方
面

海
老
名
・
湘
南
台
方
面

保土ケ谷区

旭区

第３工区（開削区間）
前田・西松・東洋・松尾 建設共同企業体

第１工区（開削区間・シールドトンネル区間）
清水・五洋・鴻池・坪井・奈良 建設共同企業体

第２工区（鶴ヶ峰駅部）
大林・鉄建・京王横浜・馬淵・京成 建設共同企業体

第２工区
【親水緑道の水路切り回し工事を実施しています】

各工区の工事進捗状況

第１工区
【工事桁を架ける準備工事を実施しています】

第３工区
【旧下り線の撤去が完了しました】

下り線の線路切替により残った旧下り線の撤去工事が完
了しました。今後は、撤去後のスペースを活用し、土留壁
の打ち込み、工事中に線路を支える工事桁の支持杭の打ち
込み、箱型トンネル・擁壁を作っていきます。
近隣にお住まいの方などの安全に十分配慮して、工事を

進めていきます。

【３工区】前田・西松・東洋・松尾JV
電話：０４５－７４４－９１２５

新たな鶴ヶ峰駅を親水緑道の地下に建設するための準備
工事として、水路の切り回し工事を実施しています。

現在生息している水生生物や植物等、環境に配慮して工
事を進めていきます。

近隣にお住まいの方や鶴ヶ峰駅を利用する方などの安全
と環境に十分配慮し工事を進めていきます。

【２工区】大林・鉄建・京王横浜・馬淵・京成JV
電話：０４５－７４４－８９７１

線路の真下にシールドマシンが入る空間を作るため、工
事中に線路を支える工事桁の準備作業を行っています。
夜、列車の運行が終わったらレールを取り外して、レー

ルの下の部分の土を掘削し、工事桁の支持杭を打ち込んで
います。
近隣にお住まいの方などの安全に十分配慮して、工事を

進めていきます。
【１工区】清水・五洋・鴻池・坪井・奈良JV
電話：０４５－４４２－５２４０

旧下り線撤去跡 下り線 (仮)

切り回し水路

工事桁

現水路

支持杭



道路局 △

都市整備局 ○

１　帷子川緑道の整備に向けた下水道・公園整備に必要な
  設計費・整備費の予算措置及び地元要望の検討
２　維持管理の負担やランニングコストの縮減に向けた公園整
  備の検討
３　地域や民間事業者などの多様な主体が利活用できる公園
  活用の仕組み作り

みどり環境局 ○

１　帷子川緑道の整備に向けた下水道・公園整備に必要な
  設計費・整備費の予算措置及び地元要望の検討
２　維持管理の負担やランニングコストの縮減に向けた公園整
  備の検討
３　帷子川緑道の整備に向けた旧河川区域における用地整理等
  の課題解決に向けた取組の検討・実施及び必要な測量費等の
  予算措置

下水道河川局 ○

旭 3 横浜環状鉄道の早期延伸
１　横浜環状鉄道について事業性をさらに高めるための検討
２　既存路線のグリーンラインの隣接する区間である中山～
  二俣川経由～東戸塚間の先行整備に向けた検討

都市整備局 ○

旭 4 希望ヶ丘駅周辺におけるまちづくりの推進
地域まちづくりグループへのコーディネーター派遣などの活動支援
に必要な予算確保及び検討支援

都市整備局 ○

１　会場周辺区はもとより郊外部も含めた市域全体のシティド
レッシングや具体的なコンテンツ内容の周知等、開催への期
待を高められる広報の検討・実施

２　横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会が行う機運醸成の
取組への予算措置の充実

脱炭素・GREEN×
EXPO推進局

△

１　市道五貫目第33号線(通称名：八王子街道)  の事業推進
２　上川井IC周辺の交通対策の事業推進

脱炭素・GREEN×
EXPO推進局

○

１　横浜動物の森公園の中央道路の早期開通に向けた調査・
  設計及び工事費の計上
２　中央道路と三保街道とが接続する交差点周辺の安全性
  確保等の検討

みどり環境局 ○

旭 6 狭あい道路拡幅整備事業の推進

１　狭あい道路拡幅整備事業の予算確保や円滑な整備に向けた
  地元要望などの対応
２　路線型整備の事業継続に向けた地元調整及び事業費の確保
  などの実施

建築局 ○

旭 7 視覚障がい者向けのハザードマップの作成
視覚障がい者向けのハザードマップ（特に地図面）の作成
（耳で聞くハザードマップ導入に向けた初期開発及び運用にかかる
事業費の確保）

総務局 ○

2

1

5

着実な事業推進（工事における周辺の交通環境や通行人等の安全
確保など）

相模鉄道本線（鶴ヶ峰駅付近）連続立体交差事業を
契機とした鶴ヶ峰駅周辺のまちづくりの推進

旭区内の公園整備

GREEN×EXPO 2027開催に向けたさらなる機運醸
成や関係する基盤整備の推進

令和７年度予算編成に向けた 「区提案反映制度」 項目・対応状況一覧

所管局
〇：対応

△：一部対応
提案区

番
号

項　目 提 案 内 容 の 概 要

旭

旭

旭

掲載URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/ku-shokai/ku-yosan/hanei/r07/teian_asahi.html
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令和７年度から旭区総合庁舎駐車場の指定管理者変更に伴う利用料金改定等について 

 

令和７年度から、庁舎駐車場の指定管理者が、現在の日本パーキング株式会社から

タイムズ２４株式会社連合体に変更となります。 

庁舎駐車場利用料金は、指定管理者からの提案のもと、近隣の民間駐車場等と同水

準とすることとしており、４月から以下のとおり変更になります。この変更は条例で

定める料金の上限である、「３０分までごとに３００円」の範囲内で行うものです。 

指定管理者の変更に伴い、３月から４月にかけて料金徴収機器等の入れ替え工事が

発生します。工事期間中は発券機等が使用できないため、利用料金については全額減

免となります。 

 

１ 開庁時間帯の利用料金の改定 

(1) 改定内容 

 現行料金 改定後 

第
１
駐
車
場 

8：00～18：00 30分/200円 

18：00～8：00 60分/100円 

土・日・祝日当日最大 900円(24時切替) 

8：00～22：00 30分/200円 

22：00～8：00 60分/100円 

土・日・祝日当日最大 900円(24時切替) 

第
２
駐
車
場 

8：00～18：00 30分/100円 

18：00～8：00 60分/100円 

土・日・祝日当日最大 800円(24時切替) 

8：00～20：00 30分/150円 

20：00～8：00 60分/100円 

土・日・祝日当日最大 800円(24時切替) 

  ※その他、夜間最大料金（第１駐車場 18：00～8：00 最大 500円、第２駐車場 

18：00～8：00 最大 400円）は廃止します。 

 (2) 改定理由 

   ・料金体系を周辺相場に合わせるとともに夜間料金の切り替わり時間を見直し 

・周辺駐車場周辺駐車場状況等を勘案し、料金体系をより利用者にわかりやすくす 

るため。 

 

２ 利用料金の減免 

  区役所に諸手続きや相談、乳幼児健診等で来庁された方等には、従来通り利用料金の

減免を行います。 

 

３ 料金徴収機器等の入れ替え工事期間 

  令和７年３月～４月（具体的な日程について事業者と調整中） 

  ※開庁時間内は整理員を配置することにより、来庁者へのご案内を丁寧に行います。 

 

４ 利用者への広報 

  利用料金の変更や工事日程等について、３月上旬から区庁舎や駐車場内に掲示し、周 

知します。併せて、区ウェブサイトや広報よこはま各区版３月号で周知を図ります。 

説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ２ 月 ３ 日 
市 民 局 地 域 施 設 課 

資料４ 




